
高齢介護部    

 

利用者の方一人ひとりの生きてこられた歴史を大切に『介護する人』『介護される人』ではなく同じ

人間として尊重する。府中みどり園を自分が年をとった時に生活したい場所として考えられるよう日々

の利用者の方の生活について考える 

 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

介護を取り巻く環境は、物価、光熱費、人件費の継続的な上昇、深刻な人材不足である。厳しさを増す

介護情勢の中、より一層の経営の見える化、生産性向上が求められる。理念を土台に、人を育てる組織づ

くり、持続可能な事業運営、地域との連携を一体的に進めることで、すべての事業において「安心して選

ばれ続ける法人・施設」であることを目指す。 

また、施設長交代という節目を不安要素ではなく、成長の機会と捉え、これまで培ってきた、理念や文

化を大切にしながら継続可能な運営に向けた新たな取り組みに前向きに挑戦していく年とする。前施設

長のもとで築かれてきた、大学や養成校などの外部機関とのつながりについて、組織として引き継ぎ、継

続、発展させていく事を重視する。 

特別養護老人ホーム、グループホーム、小規模多機能ホーム、デイサービス、ショートステイ、居宅介

護支援事業所は、それぞれの役割は異なるが、すべてが「「もしも自分だったら」を基に「「その人らしい暮

らしを、地域の中で支える」という一つの目的でつながっている。今期も理念を施設内にとどめるのでは

なく、地域全体へ広げる取り組みとして位置づけたい。地域全体を俯瞰すると、高齢者だけでなく、子ど

もや障害のある方など、様々な支援を必要とする方が暮らしている。近隣には小学校、中学校、社会福祉

協議会、包括支援センターといた社会資源があり、これらと連携しながら、地域のインフラとして多世代

を支える拠点となることを目指し、本年度はその支援のあり方を模索していく。 

今期は、事業所ごとの最適化だけではなく、法人、施設全体、地域としての価値を高めることを重視し、

以下の視点を重点目標として掲げる。 

 

・外国人技能実習生についての理解と育成をすすめる 

年間計画 取組内容 評価 

技能実習生２期生受け入れにあたり、受け入れ

準備から育成、定着支援までを事業所全体の取

り組みとして位置づけ、チームで支える体制を構

築する。また、すでに受け入れている１期生に

ついても、継続的な育成及びフオロー体制を整

備し、安心して就労を継続できる環境を推進す

る。 

  

協同組合と協力し、技能実習生とともにチーム作

りを行う。 
  



 

・中期計画を進める 

年間計画 取組内容 評価 

ショートステイは計画を進め、特養、GH小規模、

デイサービスは計画を実施していく。 
  

 

・人材の定着と育成 

年間計画 取組内容 評価 

府中みどり園の将来を意識した人材育成を行う。

離職率低下を図り、職員が安定して働き続けられ

る職場環境を整える。人が育つ職場作りを目指す。 

  

チューター委員会が育成をリーダーと共に行う。

また職種や役割に関わらず、事業所を超えた柔軟

な人材連携を行う。 

  

管理者、リーダー層への負担集中を防ぎ役割分担

を明確化する。またどこの部署も体制を強化し安

定した運営を目指す。 

  

 

・災害や感染に強い施設づくり 

年間計画 取組内容 評価 

BCPについて、出来上がったものを 6部門がそれ

ぞれブラッシュアップする。 
  

BCPについて、出来上がったものを各部門でユニ

ットスタッフに伝えて、訓練する。 
  

 

・地域共生社会・社会貢献 

年間計画 取組内容 評価 

理念を基に府中みどり園は人が繋がる場所とし

て、チームオレンジの活動に継続して関わる。 

地域と事業所、普通の生活と施設の生活との垣根

を外す活動に取り組み、地域にとって「まず相談

される存在」となることを目指す。 

  

昨年以上に地域行事への参加及び施設行事への

地域住民の受け入れを行い、つながる場づくりを

様々な視点で取り組む。 

  

あいさつ運動、町内会活動など地域とともに歩む

活動に今以上に力を入れる。 
  



マルシェ以外にも地域の方が世代を問わず気軽

に立ち寄ることのできる、交流と支援の拠点づく

りを考える。 

  

 

中期的重点方針 評価：○達成・△一部達成・×未達成 このまま 

年間計画 取組内容 評価 

府中みどり園の未来を考えた人材の確保と育成   

建物の修繕が増えているので、計画的に予算配分

し、修繕費用の捻出をする。   
  

府中町、広島県、県を超えて発信していける理念

に基づいた介護内容の創出と地域づくりを行う。 
  

『誰もが主人公となれる社会をつくる』という法

人理念に向けた取り組みを地域共生社会「・社会貢

献に視点をおいて実践する。 

  

 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 

施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 
評価 

物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

天井埋込形カセットエアコ

ン工事 
16,940  壁エアコン工事 5,000  

厨房 1,000 技能実習生受け入れ 1,100  

 

 

 

  



府中みどり園 特別養護老人ホーム 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

 利用者様の生活の広がりを取り戻し、「「暮らしの動き」を支え、限られた人員体制の中でも生活の動き

を大切にした支援を再構築する。以前のように地域と関わる特養運営を目指すべく、以下の重点項目を掲

げる。 

・『生活』を意識したユニット運営 

年間計画 取組内容 評価 

コロナの感染状況以降、ユニット全体の意識低下

もあり、『生活』についての意識が薄くなってい

る。どのユニットも入居者様それぞれの生活を意

識して、園内だけの生活でなく、地域も含めた生

活の意味を改めて考える。 

  

 

・リーダーの育成とリーダーのスタッフの育成力をあげてチーム力をつくる 

年間計画 取組内容 評価 

技能実習生、新卒の育成を通して、特養リーダー、

チューター、スタッフの育成する力を上げる。   
  

フロアで１名以上はチューターを新たに育成す

る。介護福祉士取得に向けてリーダーが育成に力

を入れる。 

  

 

・理念の理解 

年間計画 取組内容 評価 

リーダーは、理念を「知っている」状態から、判

断、行動に使える状態へと高める。自分の言葉で

ユニットミーティングの中で話が出来るように

していく。リーダーは常に理念と倫理観を意識す

る。 

  

 

 

 

 

 



・特養の入退居について 

年間計画 取組内容 評価 

入退去に関する情報共有と他事業所との連携を

強化し、毎月の会議を通して調整体制を構築す

る。空床期間の短縮と安定した稼働率の確保を目

指す。 

  

 

基本的計画 評価：○達成・× 

 

・利用率【利用定員 29 名(府中町に住民票がある方に限る)】 

年間計画 結果 評価 

98％   

 

・職員数（計：35 名(併用ショートも含む)） 

施設長 1 名 副施設長 １名 医師 1 名 

生活相談員 3 名 栄養士 1 名 介護支援専門員 1 名 

看護師 ５名 介護職員 22 名  

 

入居者それぞれの生活づくりを進めていくために、日課は基本的に作らない。 

主な目安としての時間帯は次の表の通りとしている。 

区分 時間 日課 区分 時間 日課 

午前 

0：00 

 

おむつ交換、吸引、体位交換 

見守り、入居者対応 

午後 

12：00 昼食【14：00 まで】 

1：00 13：00 昼寝、リハビリ、趣味活動 

トイレ、おむつ交換 3：00 14：00 

5：00 15：00 おやつ 

6：00 起床、洗面、更衣 16：00 
おむつ交換、夕食準備 

7：00 朝食準備 17：00 

8：00 朝食【10：00 まで】 18：00 夕食 

10：00 お風呂【16：00 まで】 19：00 歯磨き、更衣 

11：00 昼食準備 20：00 就寝準備、おむつ交換など 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 



・理念に基づいた介護を伝えられる職員を増やす 

年間計画 取組内容 評価 

日々の介護の中でどのようにしたら理念に近づ

けるのかを考えられるスタッフを増やしていく

ため、スタッフそれぞれのケアの質の向上と，自

己覚知出来る力を作る。 

  

現実的に人員配置を考え、理念に近づけるよう具

体的なスタッフの動きを考える。 
  

 

・予算管理 

年間計画 取組内容  

修繕費用や新たな購入が増えているので、ユニッ

トリーダー同士で必要なものを共有し、計画的に

購入を考える。2階と 3階は連携する。 

  

人件費の意識をリーダーがもつようにする。配置

基準を満たしている中で、人が不足ではなく、育

成力が不足していることを考えて、育成していく。 

  

未来の府中みどり園を見据えて、リーダーや相談

員が自分事として考えられるよう、会議や日々の

中で意識していくことと、身の回りの物品、ユニ

ットの物品や環境についてリーダーとスタッフ

が先を見据えて考える。 

  

 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 

施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 
評価 

物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

     

 

 

  



府中みどり園 ショートステイ 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

 ショートステイは、前年度から取り組んでいる、生活を意識した個別ケアの関わりをさらに充実させ

るとともに、短期利用であっても利用者に合った関わりができる体制を整える。また、スタッフの学びの

機会を確保し支援力向上を図り利用者の満足度を上げていく。 

 

・個別ケア 

年間計画 取組内容 評価 

個別ケアプロジェクトで学んだスタッフを中心

にして、ショートステイ（短期の滞在）であって

も、利用者様の背景を個別に理解しながら、関係

づくりを行う。  

  

生活リズムに寄り添い支援していく。コミュニケ

ーションをしっかりとり、やりたいことやしたい

事を聴きだし個別を意識した関わりをスタッフ

全員が考えていく。 

  

認知症の症状の方が多く、行き来が多いショート

は認知症の理解をスタッフが出来ることが個別

ケアにつながる。認知症ケアの勉強会を現場に活

かす。ショートステイスタッフが園内勉強会に参

加することを増やしていく。 

  

 

・人材育成 

年間計画 取組内容 評価 

リーダーや相談員だけでなく、スタッフ自らが

「今日はこんなことをする」という目的意識をも

って介護をするユニットにする。 

  

委員会や研修の取り組みを担当者がユニットに

伝えて、スタッフ全体が理念を意識した取り組み

ができるようになる。 

  

 

  



・他部署との連携 

年間計画 取組内容 評価 

ショートからグループホームへ、ショートから特

養へ行く利用者様情報の共有と、居宅を含めた新

規の利用者様の情報共有を行い、入居を視野に入

れた情報収集と生活づくりをして、他部署と連携

していく。昨年度も情報共有をお互いのユニット

でしてきたが、今年度も引き続き行う。 

  

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 

・利用率【利用定員 10 名】 

年間計画 結果 評価 

100％   

 

・職員数「特別養護老人ホーム府中みどり園」の職員定数に含む。 

 

・日課は、特別養護老人ホーム府中みどり園」に同じ。 

 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・府中みどり園のショートステイの特徴を理解する 

年間計画 取組内容 評価 

送迎、レク、お風呂、食事、送迎だけで終わらな

いように、利用者の個別性を意識したショートス

テイを目指す。そのためには、「ショートだから、

利用者様の背景について理解しなくても良い」の

ではなく、ショートだからこそ、ご自宅、ご家族

との関わりの中で、その方の背景を意識した関わ

りが重視できるようなショートｎを目指す。 

  

 

・感染症であってもショートステイの利用が減らないよう、また利用したいショートを目指す 

年間計画 取組内容 評価 

受け入れ時の工夫や感染対策を行い、相談員とス

タッフがともに連携をとり、情報を共有し、利用

者様が「また来たい」と思えるようなショートス

テイを目指す。 

  



 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 

施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 
評価 

物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

     

 

  



府中みどり園 デイサービス 

重点目標  評価：○達成・△一部達成・×未達成 

職員間では、利用者様の情報を共有し、それぞれの役割を理解し助け合い、困ったときには声をかけ合

える働きやすい職場環境を整える。また、個別の関わりに力を入れ背景や生活歴を知り、関わる事で、

楽しかったと思って頂けるよう利用者の満足度の向上と、年間を通した安定した稼働率の確保により、

継続可能なデイサービスの運営を目指す。 

 

・利用者満足度を上げる 

年間計画 取組内容 評価 

職員同士が支えあう関係性をつくることでフロ

ア内で挨拶や声かけが自然に行われ利用者様に

とっても安心して過ごせる環境を整える。 

  

相談員会議ではケアマネや外部の事業所の情報

共有を行う。利用者についてのケアはデイ会議の

中で行い、利用者様への個別の関わりについて考

える時間を作る。 

  

基本的な対応を統一し、笑顔での対応や声掛けを

積極的に行う。生活の延長となる活動を取り入れ

利用者が役割を持って過ごせる環境を整える。 

  

 

・人材育成   

年間計画 取組内容 
評価

延長 

リーダー層の育成として、園内勉強会への参加、

外部への勉強会への参加、他のデイのリーダー層

との意見交換をする。 

  

スタッフの育成として①コミュニケーション研

修の受講と振り返り②接遇研修の受講と振り返

り③他部署に協力依頼し、技術、認知症ケア、レ

クを学ぶなど行い、サービスの質の向上を目指す。 

  

ショートステイと同じく、認知症の利用者の方が

多いので、認知症症状の理解のための勉強会参加

や会議の中でケアについて話す場をもつように

する。 

  

 

・相談業務体制強化 



年間計画 取組内容 評価 

相談員を育成するために、研修や地域に出ること

を増やし、振り返りを相談員会議の中で行う。 
  

加算やデイに関連する動向、地域について意識を

した相談業務体制をつくる。 
  

相談員が人材育成や先のデイの方向性を見据え

て日々体制づくりをする。 
  

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 

・利用率【利用定員３０名】 

年間計画 結果 評価 

90％   

 

・職員数（計：12 名） 

管理者 1 名 看護師 １名 相談員 ３名（兼務 1名） 

介護職員 ７名 

運転手 1 名 

 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・府中みどり園のデイサービスの特徴の見直しとPR 

年間計画 取組内容 評価 

スタッフそれぞれが、外に対して PR しているこ

とを心に留め、一人ひとりの日々の対応、接遇、

コミュニケーションを大切にする。 

デイの特徴は常に新しい情報から更新して、より

良いデイサービスを目指す。ボランティアの復活

がまだ出来ていないので、ボランティアや地域と

の関わりを大切にしたデイサービスを目指す。 

  

 

・感染や災害に負けないデイサービス 

年間計画 取組内容 評価 

リーダー、スタッフとも感染や災害について敏感

に対応できるデイサービスを目指す。BCPの理解

を進める。 

  



施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 

施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 評価 

物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額  

     

 

 

  



府中みどり園 グループホーム 

重点目標 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

GH連絡会や連絡協議会へ今年度も積極的に参加し、地域とのつながりを深める。また、利用者一人ひ

とりの生活を意識した関わりを大切にし、想いに寄り添い、利用者様が心地よいと感じられる空間の提

供と関わりを大切にする。笑顔が絶えないその人らしい生活を尊重するとともに、安定した稼働率の維

持、向上を目指す１年とする。 

 

・理念に基づいた実践 

年間計画 取組内容 評価 

地域づくりを積極的に行う。このため、挨拶運動

や日常の散歩、身近な外出なども多く取り入れて

府中みどり園の入居者様が地域に出て、地域の

方々に知ってもらい、地域づくりを一緒に行って

いく。 

  

スタッフの誰もが毎日の目標をもち、振り返りが

できることを目指す。このため、管理者、リーダ

ーが意識してスタッフに伝えていく。 

  

利用者の方の普段の表情だけでなく、その裏にあ

る想いや気持ちに気付き、認知症の方との関わり

方をグループホームだからこそ日常生活の中での

個別の役割を引き出し、生活の奥行を大切にす

る。 

  

『ほっこりノート』の充実を目指し、面白い言葉

だけでなく、スタッフが考えたことなども書ける

ようにしていく。 

  

 

・人材育成 

年間計画 取組内容 評価 

技能実習生の受け入れを契機に支援体制と育成

体制を整え、多様な人材が安心して働けるチーム

作りを目指す。 

 

 

グループホームケア会議の中で、理念に基づいた

ケアや育成を行う。 
 

 

スタッフそれぞれに合わせた研修計画を立案す

る。 
 

 



リーダーの育成に力を入れ、滞りなく運営が行え

るような体制づくりを目指す。 
 

 

 



基本的計画 評価：○達成・×未達成 

・利用率【利用定員 18 名】 

年間計画 結果 評価 

100％   

 

・職員数（計：18 名（非常勤含む)） 

管理者 1 名 
ユニットリーダ

ー 
２人（介護職員兼務） サブリーダー 1 名（介護職員兼務） 

看護師 １名 計画作成担当者 ２名（介護職員兼務） 介護職員 1２名 

 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成  

・理念基づいたケア 

年間計画 取組内容 評価 

入居者の背景を把握したケアが日々行える。   

スタッフが言葉遣いや対応を丁寧に行い、入居者

様の尊厳について考えられる人材育成を目指す。 
  

 

・地域活動 

年間計画 取組内容 評価 

入居者様が地域の行事、活動に参加できるように

スタッフが地域行事の理解、把握する。 
  

 

・感染・事故・防災について 

年間計画 取組内容 評価 

感染症「・防災「・急時時について、スタッフ全員が

理解し、初動についてマニュアル通り行える。 
  

事故について、スタッフ全員がひやりはっとを多

くあげて、事故を減らす。 
  

 

  



施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 

施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 
評価 

物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

     

 

 

  



府中みどり園 小規模多機能ホーム 

重点目標 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

地域活動への参加や出前講座を継続し、町内会とのつながりを強化すると共に、小規模多機能ホームの

取り組みを地域へ積極的に発信し、利用者と地域住民との交流を深める。また、管理者交代に伴う運営体

制の変化に対応しながら、安定した稼働率の維持を目指す。 

 

・地域に必要とされる相談場所となる 

年間計画 取組内容 評価 

府中町、地域包括支援センター、小規模連絡会等

と連携を図り、地域の方が気軽に集まれ、日常的

な助けに繋がる場所作りを目指す。  

  

地域資源を把握し活用するためにも、地域会議へ

積極的に参加し利用者様と地域住民が繋がる時

間を作る。 

  

集まる場として、地域の方と利用者様が一緒に活

動できるような行事を発案する。 
  

運営推進会議を活用し、災害時等における地域と

の連携、協力できる体制づくりに取り組む。 
  

 

・人材育成 

年間計画 取組内容 評価 

チューター委員会と小規模チューター制度を活

用し、メンタル面も考慮しながら、小規模独自の

育成マニュアルを使用し、誰もが同じ方向性で育

成を進める。 

  

職員にあった研修受講プロムラムを管理者、チュ

ーターが積極的に提案する。理念に基づいたケア

についてユニット会議の中でスタッフと共有し

ていく。 

  

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 

・利用率【登録定員 29 名】 

年間計画 結果 評価 

90％   



 

・職員数（計：1６名（非常勤含む)） 

管理者 1 名 計画作成担当者 1 名 

看護師 ２名 介護職員 1１名 

 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成  

・利用者満足度を高める 

年間計画 取組内容 評価 

選ばれる事業所として、外部評価などを利用しな

がら、利用者満足度を高め利用される方を増やす。 
  

理念を理解して、利用者の伝えられない想いをく

み取り背景を考えたケアができるようになる。 
  

 

・地域に向けた活動 

年間計画 取組内容 評価 

出前講座や施設活動への参加を通じ、顔の見える

関係づくりを進める。事業所の取り組みや日常の

様子を広報誌や掲示物等で地域へ発信する。 

  

 

・竹田雅枝様地代 

賃貸借契約期間 令和 16「（2034）年 12 月「～「 前払い地代償却終了【320,000 円請求開始】 

 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 

施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 
評価 

物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

パソコン 200,    

     

     

 

 

  



府中みどり園 居宅介護支援事業所 

重点目標 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

 支援の入り口として利用者、家族と最初に関わる重要な役割を担っている。園内の各事業所の強みや取

り組みへの理解を深め、公正中立を基本としながらも、利用者の選択肢の一つとして適切に情報提供でき

る体制を整えることで、紹介の活性化と法人全体の稼働率向上に繋げる。 

・繋がることを大切にする 

年間計画 取組内容 評価 

地域の事業所、関係機関と連携し、常に新しい情

報を収集し、発信する。 
  

相談があった時に、府中みどり園居宅に相談して

良かったと言われる事業所を目指す。 
  

園内の事業所との定期的な情報交換を行い、空き

情報等を共有し、利用者の意向を確認したうえで

適切な紹介を行い繋がることを意識する。 

  

地域に出向き、社会資源の理解を深め、他の居宅

よりも社会資源を知って活用出来ている事業所

となる。 

  

 

・人材育成 

年間計画 取組内容 評価 

園内スタッフの育成協力。 

ケアマネ勉強会講師など、園内スタッフの育成に

協力する。 

  

ケアマネの質の向上。 

研修や勉強など積極的に参加し、自己研鑽する。 
  

府中みどり園の居宅ケアマネとして、理念を理解

し、担当利用者様、事業所、園内スタッフとの関

わりに活かしていく。 

  

 

基本的計画 評価：○達成・×未達成 

・利用率【利用定員 122 名】 

年間計画 結果 評価 

80％   

 



 

・職員数（非常勤含む） 

管理者 1 名 居宅ケアマネ ３名 

 

中期的重点課題 評価：○達成・△一部達成・×未達成 

・選ばれる居宅の意味を考える 

年間計画 取組内容 評価 

選ばれる居宅とはどのような居宅なのかを全員

が共有、理解し、一人ひとりの目標を立てて、選

ばれるための活動について考える。 

  

 

施設・設備整備状況 評価：○達成・×未達成                 単位：千円 

施設・設備整備計画 施設・設備整備状況 
評価 

物品件名【購入・工事】 金額 物品件名【購入・工事】 金額 

     

 


